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自
治
会
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
自
治
組
織
で
す
。
自
治
会
の
活
動
は
、

主
に
加
入
者
の
会
費
で
、
自
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
自

治
会
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
は
自
治
会
加
入
促
進
月
間

【
お
わ
び
と
訂
正
】
広
報
紙
10
月
１
日
号
15
ペ
ー
ジ
「
む
な
か
た
金
海
の
会
歴
史
講
座
」
の
講
師
の
名
前
の
読
み
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

〈
正
〉
堀
田
繁
人
（
し
げ
と
）
さ
ん　
〈
誤
〉
堀
田
繁
人
（
し
げ
ひ
と
）
さ
ん　

■
問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
政
策
課
広
報
・
報
道
担
当　

☎
（
36
）
１
０
５
５

●
主
催
　
子
ど
も
の
読
書
関

連
団
体
連
絡
協
議
会
福
岡

東
地
区
協
議
会

＊
市
教
育
委
員
会
後
援

●
日
時
　
11
月
19
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
１

階
・
多
目
的
ホ
ー
ル

●
日
時
　
11
月
23
日
（
日
・

祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
30
分

●
場
所
　
く
す
の
木
園
（
用

山
４
３
３
・
１
）

●
テ
ー
マ
　
軌
跡
〜
さ
ら
な

る
飛
翔
の
た
め
〜

●
内
容
　
舞
踊
や
コ
ン
サ
ー

ト
、
食
べ
物
な
ど
の
バ

ザ
ー

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
く
す
の
木
園

　
　
☎
（
37
）
２
５
５
５

●
内
容
　
小
学
校
や
施
設
で

活
動
し
て
い
る
各
団
体
の

発
表

＊
終
了
後
、
参
加
者
と
の
交

流
あ
り

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
八

尋
理
恵
さ
ん
（
太
宰
府
市

文
庫
連
絡
協
議
会
代
表
）

●
入
場
料
　
無
料
　

＊
事
前
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

　
お
ひ
さ
ま
文
庫
（
野
田
）

　
☎
０
９
０
（
３
４
１
５
）

８
０
９
６

く
す
の
木
園
30
周
年

記
念
園
祭

絵
本
や
お
は
な
し
の

楽
し
さ
を
伝
え
よ
う

住
民
の
親
睦
を
深
め
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

①
環
境
美
化
活
動

　
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
一
斉
清
掃
や

花
の
植
栽
活
動
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
ご
み
集
積
場
の
清

掃
や
、
ご
み
減
量
化
へ
の
取

り
組
み
（
分
別
資
源
ご
み
回

収
活
動
）
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

②
親
睦
活
動

　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
交
流

や
連
帯
感
を
高
め
る
た
め
、

夏
祭
り
や
文
化
祭
、
運
動
会

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

③
支
え
合
い
の
活
動

①
住
民
同
士
の
連
帯
感
が

深
ま
り
ま
す

　
会
員
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
行
事
な
ど
へ
の
参
加

を
通
し
て
、
住
民
同
士
の
連

帯
感
を
深
め
る
こ
と
で
、
地

域
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

育
み
、
安
心
し
て
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
地
域
の
課
題
解
決
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
個
人
や
家
庭
だ
け
で
は
解

決
が
困
難
な
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
、
自
治
会
の
会
員
の

み
な
さ
ん
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
協
力
し
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
解
決
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
内
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
場
合

は
、
行
政
に
対
し
て
相
談
や

要
望
を
し
ま
す
。

③
い
ざ
と
い
う
時
に
近
所
づ

き
あ
い
が
役
立
ち
ま
す

　
い
ざ
と
い
う
時
に
、
近
所

づ
き
あ
い
が
役
に
立
ち
、
高

　
高
齢
化
が
進
み
、
生
活
様

式
が
変
化
す
る
な
か
で
、
自

治
会
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
、

最
も
身
近
な
互
助
組
織
の
必

要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。自

治
会
の
主
な
活
動

自
治
会
に加

入
す
る
と

　
子
ど
も
会
を
支
援
し
た

り
、
学
校
行
事
に
協
力
し
た

り
し
て
、
地
域
で
子
ど
も
を

育
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
地
域
で
「
共
同
募
金

会
」
や
「
日
本
赤
十
字
社
」

の
募
金
活
動
の
協
力
や
、
敬

老
会
の
事
業
な
ど
で
、
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

し
て
い
ま
す
。

④
防
犯
活
動

　
安
全
・
安
心
な
生
活
を
守

る
た
め
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
、
防
犯
灯
や
街
路
灯

の
設
置
、
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
見
守
り
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑤
自
主
防
災
活
動

　
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え

て
、
防
災
訓
練
や
連
絡
網
の

整
備
で
、
非
常
時
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

⑥
地
域
か
ら
の
改
善
提
案
の

取
り
ま
と
め

　
道
路
や
排
水
路
の
改
修
な

ど
、
行
政
へ
の
意
見
や
改
善

提
案
を
伝
え
て
い
ま
す
。

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を

見
守
り
、
災
害
な
ど
の
緊
急

時
に
は
、
支
援
を
必
要
と
す

る
人
の
安
否
確
認
を
実
施
し

ま
す
。

⑦
市
広
報
紙
な
ど
の

配
布
や
回
覧

　
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス

な
ど
、
市
か
ら
の
文
書
の
配

布
や
回
覧
を
し
ま
す
。
地
域

の
防
犯
情
報
や
お
知
ら
せ
の

回
覧
も
し
て
い
ま
す
。

④
生
活
に
必
要
な
情
報
を

得
ら
れ
ま
す

　
回
覧
板
な
ど
に
よ
る
地
域

内
の
連
絡
な
ど
、
生
活
に
役

立
つ
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

自
治
会
が
各
世
帯
へ
届
け
ま

す
。

自
治
会
加
入
が

少
な
く
な
れ
ば

　
自
治
会
加
入
率
は
現
在

75
％
で
、
年
々
低
下
し
て
い

ま
す
（
平
成
26
年
1
月
現

在
）。

　
こ
の
先
、
自
治
会
に
加
入

す
る
人
が
少
な
く
な
れ
ば
、

子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り

や
、
ご
み
関
係
な
ど
の
取
り

組
み
も
む
ず
か
し
く
な
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
、
災
害
発
生

時
の
情
報
伝
達
や
救
助
活
動

な
ど
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　
防
犯･

防
災
や
福
祉
な
ど

の
安
全
・
安
心
は
、
自
治
会

や
地
域
の
人
の
支
え
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
加
入
し
て
、

親
睦
を
深
め
、
共
に
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
治
会
に
加
入
す
る

に
は
、
自
治
会
長
や
役

員
な
ど
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
連
絡
先
が
分

か
ら
な
い
と
き
は
、
近

所
の
人
に
尋
ね
る
か
、
市
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　
協
働
推
進
課

　
☎
（
36
）
５
３
９
４

楽
し
く

活
動
し
ま
し
ょ
う

むなかた大学のまちゼミナール

　市内３大学と市の連携、協力
を進める「むなかた大学のまち
協議会」では、「だれでも、い
つでも、どこでも学べる大学の
まち」を目指し、「むなかた大
学のまちゼミナール」を開講。
その一環として、「国際化、グ
ローバル化」をテーマとした公
開講座を実施します。受講無料。
●場所　福岡教育大学・特Ⅱ教
　室
●申込締切日　11月19日（水）
●申込必要事項　①住所②氏名

③年齢④電話番号⑤講座番号
●申込先　同協議会事務局（コ

ミュニティ・協働推進課）

▽ハガキ＝〒811-3492／住所
不要

▽ FAX（36）０２７０
▽ メール komyunit@city.munakata.
　fukuoka.jp
＊当日は学園祭を開催中のた
め、混雑が予想されます。公
共交通機関の利用を

＊２月に、東海大学福岡短期大
学での公開講座を予定。詳細
は、市広報紙などでお知らせ
します

■問い合わせ先
　同協議会事務局
　（コミュニティ・協働推進課）

　☎（36）５３９４

講座
番号 問い合わせ先 内　容

３
福岡教育大学
連携推進課
☎（32）１２３８

【タンザニアの女性・子ども・教育】
●日時　11月22日（土）10：30～12：00
●講師　西﨑緑さん
　（同大学教授、社会福祉学博士）

４

【ローマ帝国と21世紀】
●日時　11月22日（土）13：00～14：30
●講師　玉置さよ子さん
　（同大学教授、文学博士）

公開講座

　今シーズンの公式戦が11月
30日（日）、地元グローバルア
リーナで開催されます。この機
会に、トップレベルのラグビー
を間近で観戦し、地元チームを応援しませんか。
　スタンドをブルースカラーの「青」にして、み
なさんの熱い声援で応援をお願いします。
●日時　11月30日（日）13：00キックオフ
●対戦相手　リコーブラックラムズ
＊無料シャトルバスが、10：00から約30分間隔で

ＪＲの赤間駅南口とグローバルアリーナ間を運行します
■問い合わせ先　文化・スポーツ推進課（市民応援団事務局）　☎（36）１５４０

ラグビーチーム宗像サニックスブルース
ジャパンラグビートップリーグ2014-2015

応援に行こう！

応援する市民応援団

地域のお祭りの準備の様子


